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	令和８年度
	網野学園 保幼小中一貫教育だより
	第5号（令和８年9月）　
	【連絡先等】網野学園学園運営協議会事務局（網野中学校内）
	　　　　　　　　 TEL：0772-72-1030　FAX：0772-72-1031

	網野学園第２回全体研修会及び保育研究会
	　８月２５日（火）、網野学園第２回全体研修会及び保育研修会を開催しました。午前中は、４園所で保育研究会を実施しました。午後は、全体研修会を実施し、今年度の授業研究の方向性について確認した後で、京丹後市教育委員会長砂主任兼指導主事様に「保育による今後や育ちを効果的につないでいくために」という演題で講義をしていただきました。最後に、京都教育大学 教育学部　総合教育臨床センター 講師　伊藤　駿様に　「不登校児童生徒支援システム構築事業に取り組むにあたって」という演題で、講演をしていただきました。網野学園では、今年度から３年間この事業に取り組み、学校、校外教育支援センター及び外部機関との情報を強化し、不登校児童生徒の支援の継続性と整合性を確保していきます。
	保育研究会 ～５歳児保育参観・事後研究会～
	　小中学校の教員が５歳児の保育参観をした後で、事後研究会を行いました。事後研究会では指導者のギミック（活動内の仕掛け）に対する子どもの反応や行動の変化を見取り、ギミックに関して、さらなる工夫や改善点がないか、子どもの反応をもとに検討、協議しました。
	「泡を使った遊び」「木工遊び」
	　試したり工夫したりしながら、自分なりの目的に向かって遊ぶ楽しさを感じました。みんなで乗る船をつくった「木工遊び」では、保育士は、「乗れるかな？」と確かめてみようとする言葉掛けをして、子どもたちの思考を促しました。
	「色水遊び」「泡遊び」「廃材をつかった遊び」
	　友だちと関わりながら自分なりの目的に向かって、試したり工夫したりして遊びました。保育士は、友だちと考えたり試したりできるように、言葉の橋渡しをしながら遊びました。
	「泡遊び」「バーベキューごっご」「運動あそび」
	　自分なりの目的をもち試したり工夫したり、友だちと思いや考えを出し合ったりしながら遊びました。保育士は、子どもたちが言語化できるような問いかけをしながら、子どもたちと一緒に遊びました。
	「お店屋さんごっこ〜お寿司屋さん」「廃材制作」
	　自分なりの目的をもち試したり工夫したり、友だちと思いや考えを出し合ったりしながら遊びました。保育士もお客さんとなり遊びの中に入ることで、遊びを広げていきました。



